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令和４年度農林水産予算概算要求の概要
農林水産省では、「農林水産業・地域の活力創造プラン」等に基づく改革を着実に実行するため

の予算として要求・要望額の総額は2兆6,842億円となり、令和3年度の予算額2兆3,050億円と
比べて116.4%の額となりました。
要求の主なポイントとしては、農林水産業の生産基盤の強化や、農林水産物・食品の輸出力強化

のほか、環境負荷低減に資する「みどりの食料システム戦略」の実現に向けた政策や、農地の最大
限の利用と人の確保・育成などがあります。

写真:亀岡市 「彼岸花」

農林水産省 大臣官房予算課 代表：03-3502-8111（内線3164）ダイヤルイン：03-3501-3716
FAX番号：03-3592-9439

1. 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施
2. 5兆円目標の実現に向けた農林水産物・食品の輸出力強化、食品産業

の強化
3. 環境負荷軽減に資する「みどりの食料システム戦略」の実現に向けた

政策の推進
4. スマート農業、ｅＭＡＦＦ等によるデジタルトランスフォーメーショ

ン（ＤＸ）の推進
5. 食の安全と消費者の信頼確保
6. 農地の最大限の利用と人の確保・育成、農業農村整備
7. 農山漁村の活性化
8. カーボンニュートラル実現に向けた森林・林業・木材産業によるグリ

ーン成長
9. 水産資源の適切な管理と水産業の成長産業化

重点事項ごとの各施策の内容や要求額、主な要求施策項目のPR版資料
については、以下のウェブサイトに掲載されていますのでご覧ください。

URL:https://www.maff.go.jp/j/budget/r4yokyu.html

https://www.maff.go.jp/j/budget/r4yokyu.html
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ノウフク・アワード２０２１の募集の開始について
農林水産省では、農福連携に取り組んでいる優れた事例をノウフク・アワードとして
表彰し、全国への情報発信を通じて他地域への横発展を図るため、「ノウフク・アワー
ド２０２１」を募集します。

農林水産省 農村振興局 農村政策部都市農村交流課
担当者：井上、藤原、福田 代表：03-3502-8111（内線5448）

ダイヤルイン：03-3502-0033

農業（林業及び水産業を含みます。）と福祉や多様な人が連携し、障害者等（※障害者のほか
高齢者や生活困窮者、ひきこもりの状態にある者等を含みます。）の農業分野での能力が発揮
され、農業分野と福祉分野が抱える様々な課題解決の実現のみならず、障害者をはじめとする
多様な人の社会参画の実現、地域農業の維持・発展、更には地域活性化に貢献している取組を
行っている団体等を対象とします。
応募方法等については、以下のウェブサイトをご覧ください。

令和３年９月16日（木曜日）～令和３年11月12日（金曜日）

ジュニア農林水産白書（２０２１年版）を公表しました。

① 社会科の勉強の参考に
② 夏休みや冬休みの自由研究に
③ 家庭学習の時に
④ みんなで壁新聞を作る時に
ぜひ活用してください。

URL：https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_junior/index.html

農林水産省 大臣官房広報評価課情報分析室
代表：03-3502-8111（内線3260）
ダイヤルイン：03-3501-3883 FAX番号：03-6744-1526

URL:https://noufuku.jp/award/（外部リンク）
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ジュニア農林水産白書の公表について

https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_junior/index.html
https://noufuku.jp/award/


3

有機・自然農法の普及を図るため、京都市西京区大原野で有機・自然農法による野菜

の生産販売、生産技術の開発を行われている株式会社オーガニックnico代表取締役の中

村新さんに有機・自然農業への想いや今後の展望などについてお話を伺いました。

中村さんは、22年間民間企業で光を用いたセンサ

ーの研究開発などをされていましたが、農学者であ

ったお父様の影響もあり、2007年に京都府南丹市

で新規就農し、2010年に株式会社オーガニックnico

を設立しました。その後2013年に京都市西京区大

原野に場所を移し、現在はアグリサイエンス事業と

有機野菜事業の二つを軸に会社を経営し、有機・自

然農法の普及に努められています。

有機農業の拡大に向けて

中村さんは、国内の有機農産物のシェアを25%ま

で引き上げて有機農産物をもっと一般的なものにし

ようという取り組みを「2525(ニコニコ)運動」と呼

んでおり、社名の由来になっています。

有機栽培を始めた当初は、どのように取り組めば

よいのか、手探りの状態だったとのことで、有機栽

培技術の研究・普及が進んでいくことを期待してい

ます。

中村 新さんのご紹介

アグリサイエンス事業では、民間企業と共同で「収

穫量予測システム」を開発し、特許を取得されていま

す。気象データや作付け条件等から農作物の日別収穫

量を予測することで、戦略的な農業経営に繋げること

ができます。また、日射量や二酸化炭素量等を測定

し、自動で最適な環境に調節できる技術を搭載した環

境制御装置も開発されました。

アグリサイエンス事業

代表取締役の中村氏

有機栽培で作られたミニトマト

環境制御装置を導入したハウス

最新の栽培技術で有機農業を普及させたい！
株式会社 オーガニックnico （京都市）
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お問合せ先：近畿農政局京都支局
〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

TEL：075-414-9015 FAX：075-414-9057
ホームページ：https://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/kyoto/index.html


